
注記）事項中の項目は※印または◎印の付いた項目（両方に印のある場合は◎を優先とする。） 1122..　内内装装軽軽量量鉄鉄骨骨天天井井下下地地及及びび壁壁下下地地のの脱脱落落防防止止及及びび耐耐震震安安全全性性 1133..　防防火火材材料料一一覧覧表表 1166..　 特特記記事事項項

　　　 及び仕様を適用し、「×」印又は「・」は適用しない。（項目：1、6、7、8、9、11、12、14） 【天井仕様の分類】 ・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ t9.5（GB-R t9.5） QM-9828 ・繊維混入石膏板（ｴﾌｼﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ） NM-9028 注記）下記事項は、図中記載がなくともすべて本工事に適用する。

11..　設設計計図図書書記記入入　共共通通事事項項 　A）天井：標準仕様書に規定する仕様とし、ＪＩＳ規格品を使用する。 ・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ t12.5（GB-R t12.5） NM-8619 （FG） 【躯体工事】

※ 床のレベルは平面図、平面詳細図による。 　B)耐震天井：下記特定天井以外でも、図中に指定する天井で、告示771号に基づく仕様とするもの。 ・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ t9.5 NM-0441 ・繊維強化ｾﾒﾝﾄ板（ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ） NM-8576 ・床下防湿層はｔ0.15mmポリエチレンフィルムとし、適用箇所は図示による。

※ 屋外床のレベルは配置図、外構図による。 　C)特定天井：告示771号による天井とし、別紙「吊り天井の脱落対策仕様書」に基づく仕様とする。 （GB-NC） ・ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 NM-8578 ・特記無きｺﾝｸﾘｰﾄ打放は、外壁増打 t20、内壁 t10とし、表面のｹﾚﾝ及びﾓﾙﾀﾙ補修を行う。また型枠

※ 異なる床の仕上げ及び壁の仕上区分は、平面図、平面詳細図による。 【A)天井仕様の注意事項】 ・普通硬質せっこうﾎﾞｰﾄﾞ t12.5 NM-9645 ・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板（DR） NM-8599 　緊結金物はｺｰﾝ状とし、既製ｾﾒﾝﾄ系充填用ｺｰﾝを充填する。

※ ＲＤ及び縦樋の位置は、平面図による。 　・天井ふところ3,000を超える場合は、図示による仕様又は鉄骨造ぶどう棚等より天井を吊る。（図示） （GB-R-H） ・塗料（塗料塗装/不燃材料） NM-8585 ・C塗装の打放部分の見えがかり出隅はピン角とする。

※ 壁の種類は平面図、平面詳細図による。 　・天井内に設置する設備機器及び配管・配線等と天井下地材との大地震動時の干渉（衝突）を無くす。 ・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-S） QM-9826 ・複層模様吹付材 QM-9812 ・防水押えのｺﾝｸﾘｰﾄには、溶接金網φ6.0－100×100を打込む。

※ 外壁の化粧目地・伸縮調整目地割付は、立面図による。 　・天井下地が設備機器等の影響で、所定のピッチに吊ることが出来ない場合は監督員の指示による。 ・不燃ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ t12.5 NM-9639 ・複層模様吹付材（不燃） NM-8572 ・梁にかかる床見切・沓摺金物等を取付る場合には、図中指示が無くとも建具特記に示すフラットバー

※ ガラスの種別・区分は建具表記載事項とし、補足の分類は姿図による。 【B)耐震天井】 （不GB-S） ・ﾛｯｸｳｰﾙ吹付 NM-8601 　を用いた見切りまたは沓摺とする。

※ 構造スリット位置は、構造図による。 　・設計に用いる水平震度は、平成２５年国土交通省告示７７１号第３第１項９号に規定される水平 ・繊維強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-F） NM-8615 ・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ NM-8605 ・梁にかかるﾌﾛｱﾋﾝｼﾞがある場合は、監理者と相談の上適切な代替え措置を採用する。

※ 告示771号特定天井及び耐震天井の仕様は本仕上げ表及び吊り天井の脱落対策仕様書による。 　震度を用いる 地上階の階数 7 階建 ・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-D） QM-0524 ・木毛ｾﾒﾝﾄ板 QM-9701 ・RC片持ちスラブバルコニー、手摺壁等には、図中記載がなくとも伸縮調整目地を3ｍ間隔以内で適切

（一） 0.3（2N+1）＝ 4.5 を超えない整数に１を加えた階から最上階 5 階から上 ・不燃化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（不GB-D） NM-1864 ・木毛ﾊﾟｰﾗｲﾄｾﾒﾝﾄ板（不燃） NM-234～237 　に設ける。

22..　主主にに使使用用さされれるる記記号号・・略略号号 （二） 中間階：（一）及び（三）以外の階 2 階～ 3 階 ・不燃化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（不GB-DW） NM-0127 ・ビニルクロス 不燃認定品 【防水工事】

BM ベンチマーク H 高さ表示の頭記号 W 幅表示の頭記号 （三） 下層階：0.11（2N+1）＝ 1.65 を超えない階数 1階～ 1 階まで (木目) ※  壁装材料の認定番号は指定ﾒｰｶｰによる ・屋外において異なる材料の取合部分及びｼﾞｮｲﾝﾄ部分には、すべてｼｰﾘﾝｸﾞ(仕様書9.6.2)を充填する。

GL 基準地盤面(平均地盤面) L 長さ表示の頭記号 S= 1:＊＊＊ 縮尺 　　　層ごとの水平震度 （一） 2.2ｒ ⇒ 2.2 ＝ 2.2 ・吸音用あなあきせっこうﾎﾞｰﾄﾞ QM-9827 ・構造スリットの目地は、外壁面側及び内壁側の両面にシーリングを施工する。

FL 基準床面(仕上げ面) CH 天井高さ Ｄ 奥行き 　　　ｒ＝min（ 1 ，1.0　） （二） 1.3ｒ ⇒ 1.3 ＝ 1.3 （GB-P） 【金属工事】

SL 基準床躯体面(スラブ上面) t 厚さ ｒ 半径 （三）  0.5 ⇒ 0.5 ＝ 0.5 ・屋外の鋼製部分は特記無き限り溶融亜鉛メッキの上指定の仕上を行うものとする。

TP 東京湾中等潮位(参考資料内) φ 直径 Ｃ 中心線 　・B)耐震天井の適用 1144..　ココンンククリリーートトのの仕仕上上ががりりのの平平たたんんささ ・異なる床仕上材の取合い部分には、ｽﾃﾝﾚｽ目地棒を取付ける。

OP 大阪湾最低標準潮位            ＠ 間隔 ・適用箇所 ※ 有り ・ 無し 種別 平たんさ 適用部位：柱･梁･壁 適用部位：床 ・異なる金属が取合う部分で電食の恐れがある場合は、防触処理を行う。

33..　記記号号・・略略号号のの室室名名・・材材料料名名等等 適用箇所名 設計用水平震度 適用設計ルート ａ種 3ｍにつき7㎜以下 化粧打放しコンクリート、塗装仕上、 合成樹脂塗床、ビニル系床材張り、 【左官工事】

DS ELV エレベーター SGP 配管用亜鉛メッキ鋼管 ・ 仕上表による ｋ＝ 上記に基づき設定 ・ 壁紙張り、接着剤によるセラミック コンクリート直均し仕上げ、 ・CB及びALC下地のﾓﾙﾀﾙ塗はｺﾝｸﾘｰﾄ下地ﾓﾙﾀﾙ塗との取合部分にt10の隠し目地を設ける。隠し目地

AD エアーダクト（躯体ダクト） DW VP 硬質塩化ビニル管 ・ ｋ＝ ・ タイル張り フリーアクセスフロア（置き敷き式） 　は、ｼｰﾘﾝｸﾞ材充填の上無収縮ﾓﾙﾀﾙにて平滑に仕上げる。

EPS 電気配管スペース (ダムウエーター) STK 構造用鋼管 ・ ｋ＝ ・ ｂ種 3ｍにつき10㎜以下 仕上塗材塗り カーペット張り、防水下地、 ・CB等、亀裂の発生が予想される部分に、亀裂防止用ｶﾞﾗｽｸﾛｽ等の捨張を行う。

PS パイプスペース ESC エスカレーター FB フラットバー 　※耐震天井の場所ごとに、上記水平震度設定に基づく仕様とする。 セルフレベリング材塗り 【塗装工事】

SMD 排煙ダクトスペース UB ユニットバス S スチール 　※天井下地等の構造及び仕上材の構成・仕様、設備機器の取り合い等は図示による。 ｃ種 1ｍにつき10㎜以下 セメントモルタルによるセラミック セラミックタイル張り、モルタル塗り、 ・壁面、天井面の塗装は特記無き限りﾛｰﾗｰ仕上とする。但しﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板に塗装を行う場合は

Expj エキスパンションジョイント SK 掃除用流し PL プレート(鋼板) 【C)特定天井】 タイル張り、モルタル塗り、胴縁下地 二重床 　ｼｰﾗｰ処理の上吹付塗装とする。

PC プレキャストコンクリート RD ルーフドレイン SUS ステンレススチール ・適用箇所 ・ 有り ※ 無し ・ ・ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱｰ下のｺﾝｸﾘｰﾄ床面には、防塵塗装を行う。

CB コンクリートブロック HDZ 溶融亜鉛メッキ AL アルミニウム 適用箇所名 設計用水平震度 適用設計ルート ・ 【内装工事】

ALC 軽量気泡コンクリートパネル BR 真チュウ ・ 仕上表による ｋ＝ 令771号に基づき設定・ 1155..　耐耐火火及及びび遮遮音音材材料料等等指指定定リリスストト ・遮音が必要な間仕切は、下地及びﾎﾞｰﾄﾞをｽﾗﾌﾞ又は梁下端まで立上げ、躯体等取合部は気密を目的

ECP 押出成形セメント板 ・ ｋ＝ ・ 【１時間耐火（間仕切壁）】 　としたシーリング（PU-2)を行う。

44..　記記号号・・略略号号のの塗塗料料名名 ・ ｋ＝ ・ ・GB-F t21(下張)+GB-F t21(上張) 片面張 （C-100以上） 耐火構造：FP060NP-0189 ・遮音が必要な間仕切に設ける設備類の貫通部処理は壁同等の所要性能を確保（設備工事）する。

SOP 合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ EP-T 合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ模様塗料 　・天井下地等の構造及び仕上材の構成・仕様、設備機器の取り合い等は図示による。 ・GB-F t12.5(下張レンガ張り)+GB-R-H t9.5(上張) 両面張 耐火構造：FP060NP-0199 ・塗装下地のせっこうﾎﾞｰﾄﾞの下地処理は、継目処理工法とする。

CL ｸﾘﾔﾗｯｶｰ UC ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ 　・設計内容の変更は計画変更申請が必要とされるので、設計者への確認を行うこと。 ・GB-F t12.5(下張)+GB-R-H t9.5(上張) 両面張 （@455） 耐火構造：FP060NP-0259 ・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ張りの出隅ｺｰﾅｰ部分は、標準仕様書に示すコーナー保護金物を用いた補強を行う。

FE ﾌﾀﾙ酸樹脂ｴﾅﾒﾙ OS ｵｲﾙｽﾃｲﾝ 　 （天井仕上げ材量の変更、天井に配置した設備機器のレイアウトや数量、仕様等） ・GB-F t12.5(下張)+GB-F t12.5(上張) 両面張 （C-45以上） 耐火構造：FP060NP-0175 ・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ張りの入隅ｺｰﾅｰ部分は、標準仕様書に示すジョイントテープを用いた補強を行う。

NAD ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散形塗料 WP 木材保護塗料 【軽鉄壁下地の仕様】 【114条区画】 ・床のﾋﾞﾆﾙﾀｲﾙ、ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ、ｺﾞﾑﾀｲﾙ等は竣工引渡し時に再度樹脂ﾜｯｸｽ仕上を行う。

DP 耐候性塗料　（旧 2-FUE） MEB ｱﾐﾉｱﾙｷﾄﾞ樹脂(ﾒﾗﾐﾝ)ｴﾅﾒﾙ焼付 　使用材料 ※ ＪＩＳ規格品 ・ 無指定 ・１時間耐火（間仕切壁）に同じ ・内装材料は、法的制限が無い場合においても、特記無き限り下記防火材料一覧表に指定されたもの

EP-G つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ AEB ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾅﾒﾙ焼付 　・間仕切壁は原則5ｍ以下での床版下と床版に架かる構造とし、標準仕様書に規定する仕様とする。 【D－45(遮音)】 　を使用する。

EP 合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ FCC ﾌｯ素樹脂ｶﾗｰｸﾘﾔｰ ※ 65型スタッド：高さ4.0ｍ以下   ・GB-F t12.5(下張レンガ張り)+GB-Ft12.5(上張) 両面張 （C-65 ﾗﾝﾅｰ75、@303  GW：40kg/m3、ｔ50） ・異種材料が同一平面で仕上がる場合には伸縮調整目地を設ける。(壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ面と左官面等)

EP-Si 汚染除去型合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ VP 塩化樹脂ｴﾅﾒﾙ ※ 90型スタッド：高さ4.0ｍを超え4.5ｍ以下  耐火構造：FP060NP-0175  遮音構造：SOI-0110 　上記目地は特記が無い場合でも、床はｽﾃﾝﾚｽ目地棒（金属工事）とし、壁・天井は塩ビ目地棒を

55..　記記号号・・略略号号のの下下地地名名 ※ 100型スタッド：高さ4.5ｍを超え5.0ｍ以下 【非耐力外壁（30分耐火）】 　使用するものとする。

M ﾓﾙﾀﾙ木ｺﾃ下地 LGS 軽量鉄骨壁下地 ※ 5.0ｍ以上の部分には、主要構造部と同等の下がり壁等（図示）を設ける。 1～6階 ・押出成形セメント板t=75（縦張工法） 耐火構造：FP030NE-9074 ・ALC,下地へのせっこうボード等GL工法は行なわない。

M ｺﾃ ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地 CB ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ ※ 壁を貫通する設備配管等は、地震動時にも壁に加力を与えない構造とする。 耐火構造：FP030NE-9298 ・せっこうボードのGL工法は高さ３ｍまでとする。それを超える場合は全てLGS下地を用いる。

コンクリート系は下記7.の記載事項による 　・主に小部屋等簡易に設置する間仕切りは、床版と天井下地に標準仕様書に規定する仕様とする。 ・異なる下地に、GL工法による同一仕上とする場合には、下地区分に応じて伸縮調整目地を設ける事。

66..　型型枠枠のの加加工工及及びび組組立立（（66．．88．．33）） ※ 当該間仕切り設置部分の天井下地には、補強の為の斜め材（図示）を設置する。 【柱（1時間耐火）】 ・CH=2700以下の場合、壁面のせっこうﾎﾞｰﾄﾞは3×8又は3×9の1枚物を使用し、水平ｼﾞｮｲﾝﾄは設けない。

a．コーンの穴埋め　　 ・ 面合せ仕上げ(意匠図による) ※ 設置範囲は平面図による。 3～6階 ・乾式RW吹付t=25 耐火構造：FP060CN-9460 　CH=2700を超える場合、水平ｼﾞｮｲﾝﾄは位置・仕様を監理者と協議をすること。

※ 面うち仕上げ 　・ランナー材とスタッドの取付は、標準仕様書及び建築工事監理指針に規定する仕様とする。 【柱（2時間耐火）】 ・内部壁仕上に於て、RC下地砂壁状吹付等と記入されている場合でも、断熱材のある部分はt12.5

b．躯体の増打ち ◎ 打放しコンクリート仕上げ面 ※ 20 ・ 　　建築工事監理指針に規定する上部ランナーとスタッド天端の隙間は10㎜以下とする。 地下1～地上2階 ・乾式RW吹付t=45 耐火構造：FP120CN-9463 　せっこうﾎﾞｰﾄﾞＧＬの上全面寒冷沙張とする。

◎ 塗装仕上げ面 ※ 20 ・ 77..　梁梁のの増増打打ちち 1～2階 ・発泡性耐火塗料被覆　表層フッ素樹脂塗装 耐火構造：FP120CN-0195、FP120CN-0224 ・内装材料は、F-☆☆☆☆ものを使用する。

◎ 仕上塗材面 ※ 20 ・ 　RC造で、柱と梁が同一面の場合は右図のように梁幅を30㎜ 【梁（1時間耐火）】 ・原則として外部に面するｽﾗﾌﾞ及び壁、梁型には断熱材を施す。（外壁より水平1m以内）

◎ タイル張り面（外壁） ※ 0 ・ 　増打ちする。柱又は梁の主筋にD32以上の太径鉄筋を用い 3～6階 ・乾式RW吹付t=25 耐火構造：FP060BM-9408 　断熱材は壁及び梁は吹付硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材（ﾉﾝﾌﾛﾝ） t50とし、地盤面に接するｽﾗﾌﾞは押出法

◎ モルタル塗面 ※ 0 ・ 　る場合は別途定める。 【梁（2時間耐火）】 　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材t25打込とする。

◎ 外壁内側（見え隠れ部とも） ※ 10 ・ ※ 適用する ・ 適用しない ・ 別途定める 地下1～地上2階 ・乾式RW吹付t=45 耐火構造：FP120BM-9411 ・断熱材は下地不燃告示1436号 第4項ニ（4）がかかる居室は、不燃断熱材吹付 t50とする。

◎ ボード等による仕上げ面（内壁） ※ 0 ・ 88..　鉄鉄筋筋ののかかぶぶりり厚厚ささ（（55．．33．．55）） 【床（1時間/2時間耐火）】 ・断熱材は内装不燃告示1436号 第4項ニ（2）で直天井の場合は、不燃断熱材吹付 t50とする。

◎ 内装壁紙直張り下地 ※ 10 ・ ｃ．鉄筋のかぶり厚さは構造図による。 地下1～地上6階 ・RCスラブ t=150 H12告示第1399号 　左官下地の場合はt25木毛ｾﾒﾝﾄ板打込とする。

◎ 基礎、基礎梁等 ※ 0 ・ ｄ．コンクリート増打ち厚さは、かぶり厚さに算入しない。 【屋根（30分耐火）】 【その他】

99..　構構造造体体ココンンククリリーートトのの仕仕上上りり（（66．．22．．55）） 1～5階 ・RCスラブ t=150 H12告示第1399号 ・遮音が必要とされる間仕切により区画した部屋では、完成検査前に要求される性能が有る事を受注者

b．コンクリート表面の仕上り状態 型枠緊張材及びコーン穴の処理 議場屋根 ・金属屋根（複合耐火） 耐火構造：FP030RF-1852(2) 　が確認し監理者に報告する。

※ C塗装 打放し仕上げA種：化粧打ち放し又は塗装仕上げ面せき板 ※ 表面加工品 ・ B-C品 ※ 丸セパB型 ※ 既製モルタルコーン ・ モルタル充填 ・ルーバー部、放射ﾊﾟﾈﾙの天井内鉄部はすべてSOPとする。（設備機器・配管、配線共）

壁紙張り面 【階段（30分耐火）】 ・ルーバー部、放射ﾊﾟﾈﾙの天井内壁・柱部はすべてEP-Gとする。

※ C化粧 打放し仕上げB種：仕上塗材塗り面 せき板 ※ B-C品 ・ ※ 丸セパB型 ※ 既製モルタルコーン ・ モルタル充填 ・鉄骨造 H12告示第1399号 放射ﾊﾟﾈﾙの天井下クロス壁部分と天井内SOP塗装壁との見切りは樹脂製見切りを設ける。（サンゲツ：ｽﾏｰﾄｼﾞｮｲﾅｰSJ12-1同等）

※ C打放 打放し仕上げC種：タイル張り面、モルタル塗面 せき板 ※ B-C品 ・ ※ 丸セパB型 ※ 既製モルタルコーン ・ モルタル充填 【耐火構造製品】

EVピット内面 ・EXP-J アルミ既製品、耐火仕様（※1時間、・２時間）

※ C打放 打放し仕上げC種：防水下地、基礎部水槽内面、 せき板 ※ B-C品 ・ ※ 丸セパB型 ※ 既製モルタルコーン ・ モルタル充填 【耐火被覆】

・ Cﾏﾏ その他打放しのまま せき板 ※ B-C品 ・ ※ 丸セパC型　防錆塗装、監理指針6.8.6（ａ）（3） a．種別及び使用箇所

※ C ｺﾝｸﾘｰﾄ木ｺﾃ押え 　1）　耐火材吹付け イ）　材料 ※ ロックウール吹付け ・ セラミック系

※ Cｺﾃ ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押え：機械ごてを用いる場合も、必ず最終仕上げは金ごてで行うこと。監理指針15.3.3（ｉ） ロ）　工法 ※ 乾式 ・ 半乾式 ・ 湿式

ハ）　仕上形状 ※ 吹放し仕上 ・ コテ押え仕上 ・ 塗装仕上

1100..　外外壁壁伸伸縮縮調調整整目目地地（（ひひびび割割れれ誘誘発発目目地地））のの設設定定 1111..　構構造造ススリリッットト部部分分のの仕仕上上材材取取合合いい((変変形形追追従従性性）） ニ）　色 ※ 原色 ・ 着色

※誘発目地部分の欠損率は実壁厚ｔに対して、20％以上を確保すること。 【壁取合い】 ホ）　使用箇所 ：

壁記号 W16 W18 W20 W25 ・鉄筋コンクリート壁の構造スリットが内装材の下地になる部分の内装仕様は下記による。 　2）　耐火板張り イ）　材料及び工法 ：

躯体厚さ 160 180 200 250 ※ ＬＧＳを用い、構造スリットによる層間変位の影響がない仕様とする。 ロ）　使用箇所 ：

必要欠損深さ 38 42 46 56 ※ 石膏ボード等ＧＬ工法にて仕上げる部分には、壁、巾木、天井廻り縁に目地を設ける。 　3）　耐火材巻付け イ）　材料及び工法 ：

屋外増打ち 20 20 20 20 また、入隅部分にも、変形追従性を考慮した目地等を設ける。 ロ）　使用箇所 ：

屋外目地深さ 20 20 20 20 【建具取合い】 　4）　ラス張りモルタル塗 イ）　使用箇所 ：

屋内増打ち 10 10 10 10 ・構造スリットがアルミ製建具枠に取合う部分では、特記仕様書及び建具特記の記載事項による。 　5）　耐火塗料 イ）　材料及び工法 ： 耐火塗料（ｴｽｹｰ化研：ﾀｲｶｺｰﾄ)同等

屋内目地深さ 10 10 10 10 ・構造スリットが鋼製及び軽量鋼製建具、シャッター枠等に取合う部分の仕様は、下記による。 ロ）　使用箇所 ：

不足分の欠損対応 右図 右図 右図 右図 ※ 自立可能なＲＣ壁（Ｗ＝構造図）を挟み、構造スリットに直接枠が接しない仕様とする。 　6）　鉄骨梁貫通部の耐火被覆 イ）　材料及び工法 ：

・ 構造スリットが建具枠に取合う部分では、枠のアンカーを無くし、所定の性能確保に必要な ロ）　梁の吹付き材の比重 　 ：

枠廻り補強を行う。 b．所用性能 ※ 上記 ・ 図示

※ 構造スリットが建具枠に取合う部分では、サッシュ自体の層間変位追従による対策とする。 ｃ．耐火材吹付け，耐火板張りに，耐火材巻付け等には点検可能な部分に適切な表示を行う。

ｄ．材料、接着剤のホルムアルデヒドの発散量 ※ F☆☆☆☆
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※法規制等の凡例は以下の通り 　三：令126条の2 第1項 第3号 ③：告示1436号 第4項ニ（3） ※ﾚﾍﾞﾙ欄：上段は仕上ﾚﾍﾞﾙ、下段は構造躯体

外部仕上表 　不：令112条 第9項 第1号等 　①：告示1436号 第4項ニ（1） ④：告示1436号 第4項ニ（4） 　　（増打ち分を除く）ﾚﾍﾞﾙを示す

　一：令126条の2 第1項 第1号 　②：告示1436号 第4項ニ（2） ※（　　）内記号は、ｴﾚﾒﾝﾄ図番号を示す。

部　位 仕  上 ・ 仕  様 部　位 仕  上 ・ 仕  様 法規制 床 壁 天　　井 天井高

【本庁舎棟】 等 ﾚﾍﾞﾙ 下地 仕上 下地 仕上 下地 仕上

屋根1 屋根保護防水絶縁断熱工法（ＢＩ－1） 屋根2,3,4,5外壁 押出成型ｾﾒﾝﾄ板t75 w900縦張り、フッ素樹脂塗装（工場塗装）

メンテナンス歩廊　　　グレーチング（スチール製　溶融亜鉛メッキ） 二次防水工法、出隅部：製作ｺｰﾅｰ仕様 □

屋根2 断熱材(押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ)　ｔ＝100、

屋根4 保護ｺﾝｸﾘｰﾄ ｔ80、伸縮目地＝成形材W25@3000内外 0 （Ｆ16） 壁同材 （W11） - （C7）

立上り：砂付ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ、ｱﾙﾐ水切押え金物、乾式保護パネル(中空押出成形セメント板t15) 外部 ｱﾙﾐ製建具（AW、AG） BB-2種 B1 （W17） 2,400

（関連項目） ｽﾁｰﾙ製建具 SOP -50 （Ｆ7）

排水溝 W=300 ｽﾃﾝﾚｽ製建具 フッ素樹脂焼付塗装 0 （Ｆ7） 壁同材 （W11） - （C7）

RD、樋 横引鋳鉄製呼径150φ（屋根1）、75φ（屋根2、4） B1 （W17） 2,400

ｱﾙﾐ製ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽ、呼径φ75（屋根2,4） 屋外倉庫棟詳細図による -50

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管 ｽﾃﾝﾚｽ製５０φ、6箇所（屋根1）、2箇所（屋根2、4） 0 （Ｆ5） PVC （W11） PVC （C5）

笠木 アルミt=2.0曲げ加工（2次排水機構付）フッ素樹脂焼付塗装 【西駐輪場】 屋根：図示　　床：外構図による　白線引き：トラフィックペイントW150 B1 2,400

H＝50、W550（屋根1）、W400（屋根2,4）、水抜きパイプ@3600 -10

丸環 ｽﾃﾝﾚｽ製120φ、1スパン当たり2か所 0、180 （Ｆ9） PVC （W11） PVC （C5）

丸環取り付け位置にひび割れ誘発目地を設ける 【他共通事項】 定礎 部分詳細図による B1 （Ｆ15） （W17） 2,400

機械基礎等 防水層立上げ、あご及び天端はｳﾚﾀﾝ塗膜防水X-2（位置、形状図示） 保護コンクリート内溶接金網 φ6x100x100 -10 （Ｆ16）

設備機械目隠し アルミスパンドレル（理研軽金属:RA-43同等）、フッ素樹脂焼付塗装 外壁免震構造目地部塞ぎ材 耐火材（日本インシュレーション：めじたすけ同等） 0 （Ｆ9） PVC （W11） PVC （C5）

機械設備目隠し庇 アルミハニカムパネルt=100、フッ素樹脂焼付塗装 アルミ製竪樋 アルミ既製品　FUB（井上商事/アルミ竪樋ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽ同等） B1 （W17S） 2,400

軒先、樋：アルミ押し出し型材 -10

タラップ ｽﾃﾝﾚｽ製W=400打込用（屋根2,4各1カ所） 0 （Ｆ17） PVC （W11） PVC （C5）

B1 （W17） 2,400

屋根3 完全嵌合式竪葺H=45(JIS認定工場成型品)　カラーガルバリウム鋼板t＝0.5 -50

屋根5 （発砲ポリエチレンt=4.0裏貼り） 0 （Ｆ17） PVC （W11） PVC （C4）

改質アスファルトルーフィング（遮音仕様）t=2.0 B1 （W17） 2,400

野地材：細木太木二層式木毛セメント板t＝40 -50

断熱材：ビーズ発泡ポリスチレン板t=100 0 （Ｆ7） 壁同材 （W11） - （C7）

野地材：細木太木二層式木毛セメント板t＝40 B1 2,400

母屋材：ユ型鋼　亜鉛メッキ鋼板t=1.6 @565（元旦ビューティ工業　ユ鋼同等） -50

樋：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.5 竪樋：ｱﾙﾐ製ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽ、呼径φ150（屋根3）、φ100（屋根5） -300、-120 （Ｆ9） PVC （W11） PVC （C5）

B1 （Ｆ15） （W16） 2,610

プレキャストコンクリート天端：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水X-2（立上りH150マデ） -310 （Ｆ16）

立上り・小口・軒天：超低汚染型2-FUE（エスケー化研：セラタイトCF工法 平滑仕上げ） -300 （Ｆ9） PVC （W11） PVC （C4）

丸環：ｽﾃﾝﾚｽ製120φ、２箇所/1ｽﾊﾟﾝ B1 2,610

RD：中継ﾄﾞﾚﾝ(改良ドレン：第一機材ﾌｧﾝﾈﾙﾄﾞﾚﾝ同等) -310

0 （Ｆ9） PVC （W11） PVC （C5）

外壁 主要部 B1 2,400

フッ素樹脂塗装（工場塗装）二次防水工法、出隅部：製作ｺｰﾅｰ仕様 -10

断熱材：t＝75 ウレタンフォーム吹付 0 （Ｆ9） PVC （W11） PVC （C4）

アルミスパンドレル（理研軽金属：RA-43）フッ素樹脂焼付塗装 B1 （W2） 2,400

アルミパネルt=3.0 曲げ加工　フッ素樹脂焼付塗装 -10

RC部：C化粧の上超低汚染型2-FUE（エスケー化研：セラタイトCF工法 平滑仕上げ） 0 （Ｆ9） PVC （W11） PVC （C4）

B1 （W2） 2,400

-10

仕仕上上材材料料名名表表示示凡凡例例 -300 （Ｆ9） PVC （W11） PVC （C4）

B1 （W2） 2,610

表示名 標準仕様・寸法等及び材料名 表示名 標準仕様・寸法等及び材料名 表示名 標準仕様・寸法等及び材料名 -310

床 磁器質ﾀｲﾙA t9,600角(アドヴァン：ﾊﾞｻﾙﾃｯｸ同等) 壁 EP-G 天井 EP 0 （Ｆ9） - （W2） - （C1）

磁器質ﾀｲﾙB t7.0　400角(名古屋モザイク工業：同等) ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA （ｻﾝｹﾞﾂ：FEｼﾘｰｽﾞ同等） 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t9.5 (吉野石膏：ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ同等) B1 1,775

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄA t15.5,500×500（東ﾘ：ﾌﾟﾗｲﾑｸﾗｽ同等） ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽB （ｻﾝｹﾞﾂ：SGB2150同等） 岩綿吸音板A t12、ｽﾀｰﾀﾞｽﾄ柄、捨て貼り工法 -10

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄB t9.5,500×500（東ﾘ：GX-8100同等） 化粧ｹｲｶﾙ板 ｔ6.0（DIC：ﾌﾈﾝｿﾘｯﾄﾞｶﾗｰ　標準色同等） 岩綿吸音板B t12、ｽﾀｰﾀﾞｽﾄ柄、捨て貼り工法 0 （Ｆ9） - （W2） - （C1）

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC t6.8,500×500（東ﾘ：GA-3600同等) ﾒﾗﾐﾝ化粧板 ｔ3、不燃（ｱｲｶ：ｾﾗｰﾙ同等） （吉野石膏ｶﾗｰｼｽﾃﾑC-10同等） B1 1,940

ｶｰﾍﾟｯﾄ ｔ9.0（東リ：ﾊﾞﾙｻﾞｰﾙZ（特注柄）同等） ﾀｲﾙ貼A t8、（ﾘｸｼﾙ：ｲﾝﾃﾘｱﾓｻﾞｲｸﾙﾝｺﾞ角ﾎﾞｰﾀﾞｰﾈｯﾄ張同等） 塩ビシートA 塩ビシート圧着貼り（シート突付け張り） -10

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA t2.0（東ﾘ：ﾌﾛｱﾘｭｰﾑ ﾗﾃｨｽNW同等） ﾀｲﾙ貼B t7、(ﾘｸｼﾙ：ビターメタル 400角同等) （住友3M：ﾀﾞｲﾉｯｸﾌｨﾙﾑARシリーズ同等） 0 （Ｆ9） - （W2） - （C1）

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄB t2.0（東ﾘ：NSﾄﾜﾚNW同等） ガラスA ｔ5（AGC：ラコベルシリーズ同等） 塩ビシートB 塩ビシート圧着貼り（シート突付け張り） B1 1,940

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ（防滑） ｔ2.5（ABC商会：ｱｽﾄﾛｾｰﾌﾃｨﾌﾛｱX-25・D-25同等） ガラスB ガラス（AGC：同等）＋徳地和紙 （住友3M：ﾀﾞｲﾉｯｸﾌｨﾙﾑPWシリーズ同等） -10

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙA t2.0,（東ﾘ：ﾏﾁｺV同等） 石膏ボードEP裏張り 木板張A ｔ18、W120、なめら松(市支給品)、CL、木胴縁 0 （Ｆ9） PVC （W11） PVC （C5）

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙB t3.0,（東ﾘ：ロイヤルストーン・ノンス同等） ガラスD 風除室ガラス 木板張B 木輪切りパネル100角（なめら松(市支給品)） B1 2,400

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙC t5.0,（同等） 左官仕上A 左官調塗壁（ﾌｯｺｰ：ﾏｼﾞｯｸｺｰﾄﾌﾚｯｸｽ）同等 ｱﾙﾐｶｯﾄﾊﾟﾈﾙ ｔ3、フッ素樹脂焼付塗装、ｵｰﾌﾟﾝｼﾞｮｲﾝﾄ -10

防塵塗床 （ABC商会：カラートップU　防滑工法同等） 左官仕上B 左官調塗壁（ﾌｯｺｰ：プリモ）同等 天然木化粧ルーバーA 不燃、ｹｲｶﾙ板t12巻き込み　W600＠900 0 （Ｆ9） PVC （W17） PVC （C5）

畳 t55 畳（B種） 天然木化粧ｼｰﾄ ｹｲｶﾙ板ｔ6巻き込み(工場施工)、不燃 仕上材（ﾁｬﾈﾙｵﾘｼﾞﾅﾙ：WILLWOODｸﾛｽ同等） B1 2,400

OAﾌﾛｱ（H100） （ﾅｶ工業：IBﾌﾛｱ5000N同等） 仕上材（ﾁｬﾈﾙｵﾘｼﾞﾅﾙ：WILLWOODｸﾛｽ同等） 天然木化粧ルーバーB 不燃、ｹｲｶﾙ板t20巻き込み　D200@200格子 -10

OAﾌﾛｱ（H300） （ﾅｶ工業：IBﾌﾛｱ5000N同等） GWﾎﾞｰﾄﾞ 不燃、ｶﾞﾗｽｸﾛｽ（黒）32kg/㎥ 仕上材（ﾁｬﾈﾙｵﾘｼﾞﾅﾙ：WILLWOODｸﾛｽ同等） -150～-300 （Ｆ9） 床材立上 （W2） -

OAﾌﾛｱ（ﾅｶ工業：6000N仕様ｽﾁｰﾙﾊﾟﾈﾙ　ｻｰﾊﾞｰ室用） 塩ﾋﾞｼｰﾄA ｹｲｶﾙ板ｔ6＋塩ﾋﾞｼｰﾄ張 天然木化粧ルーバーC 高圧岩綿複層板t40巻き込み　D40@100 B1 100

乾式二重床 （ﾌｸﾋﾞ：フリーﾌﾛｱCP-F同等） （住友3M：ﾀﾞｲﾉｯｸﾌｨﾙﾑAE-ARシリーズ、Dﾎﾞｰﾄﾞ工法同等） 仕上材（ﾁｬﾈﾙｵﾘｼﾞﾅﾙ：WILLWOODｸﾛｽ同等） -160～-310

靴ふきﾏｯﾄ ｱﾙﾐ+繊維ﾏｯﾄ（ﾐｽﾞｼﾏ工業Clic19ﾗｲﾄ同等） 塩ﾋﾞｼｰﾄB ｹｲｶﾙ板ｔ6＋塩ﾋﾞｼｰﾄ張 天然木化粧ルーバーD 不燃、ｹｲｶﾙ板t20巻き込み　D200@200 0 （Ｆ16） （W17） PVC （C5）

防滑性ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床　防滑水性塗料　塗厚ｔ1.0 （住友3M：ﾀﾞｲﾉｯｸﾌｨﾙﾑPWシリーズ、Dﾎﾞｰﾄﾞ工法同等） 仕上材（ﾁｬﾈﾙｵﾘｼﾞﾅﾙ：WILLWOODｸﾛｽ同等） 1 2,600

縁甲板 ﾅﾗ　t15　OSCL 塩ﾋﾞｼｰﾄC 塩ビシート圧着貼り（シート突付け張り） GWﾎﾞｰﾄﾞ ｔ50不燃、ｶﾞﾗｽｸﾛｽ（黒）32kg/㎥ -50 （Ｆ7）

（住友3M：ﾀﾞｲﾉｯｸﾌｨﾙﾑAE-ARシリーズ同等） 放射空調ﾊﾟﾈﾙ アルミ有孔パネルt1.5 600x1200 0 （Ｆ17） 壁同材 （W17） PVC （C12）

ﾋﾞﾆﾙクロス （ｻﾝｹﾞﾂ：FEｼﾘｰｽﾞ同等） 1 （W16） （C4） 2,800

-100

ｱﾙﾐｶｯﾄﾊﾟﾈﾙ ｔ3、フッ素樹脂焼付塗装、ｵｰﾌﾟﾝｼﾞｮｲﾝﾄ 0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C12）

ｽﾁｰﾙﾊﾟﾈﾙ AEB（小松ウォール：ｻｰﾌｨｽｳｫｰﾙ同等） 雑 ﾄｲﾚ水廻り洗面等 トイレ給湯詳細図参照 1 （W18） （C4） 2,800

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ t6、ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞｶﾞﾗｽ（フィグラ：MGSS-U同等） ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ （L-15×15　SUS HL　（H１200）） -100

MGSS専用備品*2（ﾏｰｶｰ、ﾏｸﾞﾈｯﾄｲﾚｰｻ、ﾍﾟﾝ立て） ﾕﾆｯﾄｼｬﾜｰ （LIXIL:SPB- 0808LBEL⁻A＋HR） 0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C12）

巾木 SUS H＝60、SUS304　HL仕上　ｔ0.8 天然木化粧ルーバー 不燃、ｹｲｶﾙ板t20巻き込み　D200@200 ﾕﾆｯﾄｼｬﾜｰ（バリアフリー） （TOTO：ESV1218US同等） 1 （W18） （C4） 2,800

PVC H＝60、ｿﾌﾄ巾木HB型（ﾀｼﾞﾏ同等） 仕上材（ﾁｬﾈﾙｵﾘｼﾞﾅﾙ：WILLWOODｸﾛｽ同等） 流し台ﾕﾆｯﾄ （ｻﾝｳｪｰﾌﾞ:GSｼﾘｰｽﾞ同等） -100

木製 堅木　ﾅﾗ　60×10、OSCL 和紙張りﾊﾟﾈﾙ ｹｲｶﾙ板t12の上、徳地和紙布団張り 床下点検口 SUS 密閉型 600×600（ｶﾈｿｳ:ﾌﾛｱﾊｯﾁ MSEM-D同等） 0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C12）

畳寄せ 堅木　　60×10、OSCL 木板張A　 ｔ12、W150、ﾎﾜｲﾄｵｰｸ板目突板下見板張り、OSCL 点字鋲 樹脂製 1 （W18） （C4） 2,800

木板張B 木輪切りパネル100角（なめら松(市支給品)） 掲示板 エレメント図、サイン図参照 -100

天然木練付合板 ｔ9.0（不燃）（ﾎｸｻﾝ；化粧合板ﾀﾓ板目 UC同等） ﾒﾗﾐﾝ化粧板（出隅） （ｱｲｶ：化粧出隅材ﾒﾗﾐﾝﾀｲﾌﾟ同等） 0 （Ｆ14） PVC （W18） PVC （C5）

廻縁 PVC 塩ビ製　既製品 十手 撥水材 （エスケー化研：ミクロンガード同等） 化粧ｹｲｶﾙ板（出隅） （DIC：20R-7同等） 1 （W16） （C4） 2,800

木製 堅木　ﾅﾗ　OSCL 免震層雨水配管ﾌﾚｷ （TOZEN：ﾊｳｽﾄﾞﾚｲﾝF (排水用） 110A 同等） -100

履歴 完成図作成（施工者） 完成図承諾 製作日 代表

設計者 一級建築士

設計者

一級建築士

業務名称 業務契約ｺｰﾄﾞ 図面番号 管理建築士

日付
2017.04.01

日付
2017.04.01 2017.04.01 大臣登録200000号 大臣登録200000号 山口市新庁舎設計業務 107414-05

　　１級建築士
管理

技術者 ○○○○○
監理者

○○○○○
ファイル名

○○○○○

設計者

○○○○○

図面名称
Ａ－ 2 大臣登録第341994号

ver.20170916 担当者 ○○○○○
担当者

○○○○○ ○○○○○
日　付

2017.04.01

担当者

○○○○○ 　　仕上表02
　　　中山貴

健康福祉部長室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ガラスパーテーション EP

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 直天＋GW/放射空調ﾊﾟﾈﾙ 受付カウンター

執務室1-3 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC EP 天吊りサイン

執務室1-2 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC EP 天吊りサイン

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 直天＋GW/放射空調ﾊﾟﾈﾙ 受付カウンター

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 直天＋GW/放射空調ﾊﾟﾈﾙ 受付カウンター

執務室1-1 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC EP 天吊りサイン

待合1-1 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC EP 掲示板

天吊りサイン

磁器質タイルA

乾式二重床の上 塩ビシートA 直天＋GW/放射空調ﾊﾟﾈﾙ 床は壁種クロス、EP－Gの時、巾木：PVCとする。

塗膜防水の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A 衝突防止柵

風除室1‐1 靴拭きマット ガラスD 落下防止柵

駐車場 防滑性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗装 側溝蓋

Cコテの上 C塗装の上SCC 不燃現場発泡ウレタン吹付 侵入防止柵

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A

廊下0-2

廊下0-1

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A 衝突防止柵

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA EP-G 直天

階段C下倉庫

階段B下倉庫

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA EP-G 直天

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA EP-G 直天

階段A下倉庫

倉庫0-3～0-4

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA EP-G EP

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA EP-G EP

倉庫0-2

倉庫0-1

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA EP-G EP

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A 流し台（L1200）リクシルTio同等　吊り戸あり

車両管理事務所 + 逓送室

前室0-1

縁甲板 畳部巾木は畳寄

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA EP-G EP

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A 流し台（L1200）リクシルTio同等　吊り戸あり,洗濯機パン

清掃員控室 畳敷 押入れ、上がり框

ロビー

磁器質タイルA 塩ビシートA ｱﾙﾐｶｯﾄﾊﾟﾈﾙ 衝突防止柵

乾式二重床の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ 押入れ

管理室内仮眠室 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA

管理室（夜間受付） ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA

乾式二重床の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A カウンター

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA 化粧ケイカル板 岩綿吸音板A 吊戸棚

給湯室0-1 流し台（L1200）

休憩室0-1 畳敷 上がり框

縁甲板 下足入れ

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A 押入れ

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A

ワークステーション（職員課）

磁器質タイルA

磁器質タイルA 塩ビシートA ｱﾙﾐｶｯﾄﾊﾟﾈﾙ 衝突防止柵

塗膜防水の上 塩ビシートA ｱﾙﾐｶｯﾄﾊﾟﾈﾙ 衝突防止柵

風除室0‐1 靴拭きマット

巾木 廻縁 備　　　考

庇(各階)

押出成型ｾﾒﾝﾄ板t75 w900縦張り（西面Y2-Y9窓下腰壁部のみ横張り）、

【屋外倉庫棟】

外壁

内部仕上表（1）

階 室　　　名

【本庁舎棟】

エントランス0-1

A-011
仕上表 -1 A3:  -

A1:  -



※法規制等の凡例は以下の通り 　三：令126条の2 第1項 第3号 ③：告示1436号 第4項ニ（3） ※ﾚﾍﾞﾙ欄：上段は仕上ﾚﾍﾞﾙ、下段は構造躯体 ※法規制等の凡例は以下の通り 　三：令126条の2 第1項 第3号 ③：告示1436号 第4項ニ（3） ※ﾚﾍﾞﾙ欄：上段は仕上ﾚﾍﾞﾙ、下段は構造躯体

　不：令112条 第9項 第1号等 　①：告示1436号 第4項ニ（1） ④：告示1436号 第4項ニ（4） 　　（増打ち分を除く）ﾚﾍﾞﾙを示す 　不：令112条 第9項 第1号等 　①：告示1436号 第4項ニ（1） ④：告示1436号 第4項ニ（4） 　　（増打ち分を除く）ﾚﾍﾞﾙを示す

　一：令126条の2 第1項 第1号 　②：告示1436号 第4項ニ（2） ※（　　）内記号は、ｴﾚﾒﾝﾄ図番号を示す。 　一：令126条の2 第1項 第1号 　②：告示1436号 第4項ニ（2） ※（　　）内記号は、ｴﾚﾒﾝﾄ図番号を示す。

法規制 床 壁 天　　井 天井高 法規制 床 壁 天　　井 天井高

等 ﾚﾍﾞﾙ 下地 仕上 下地 仕上 下地 仕上 等 ﾚﾍﾞﾙ 下地 仕上 下地 仕上 下地 仕上

0 （Ｆ14） PVC （W18） PVC （C5） 0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5）

1 （W16） （C4） 2,800 2 （C4） 2,700

-100 -100

0 （Ｆ14） PVC （W18） PVC （C5） 0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5）

1 （W16） （C4） 2,800 2 （C4） 2,700

-100 -100

0 （Ｆ14） PVC （W18） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

1 （W16） （C4） 2,800 2 （C4） 2,500

-100 -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5）

1 2,500 2 （C4） 2,700

-10 -100

0 （Ｆ14） 壁同材 - 0 （Ｆ14） PVC PVC

1 2,800 2

-100 -100

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

1 2,500 2 2,500

-10 -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

1 2,500 2 2,500

-10 -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

1 2,500 2 （W23） 2,500

-10 -10 （W16）

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

1 （W23） 2,500 2 （W23） 2,500

-10 （W16） -10 （W16）

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

1 （W16） 2,500 2 （W23） 2,500

-100 （W18） -10 （W16）

0,180 （Ｆ9） PVC （W17） PVC （C4） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

1 （Ｆ15） （W16） 2,500 2 2,500

-10 （Ｆ16） -10 （W16）

0 （Ｆ9） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

1 2,500 2 2,500

-10 -10 （W16）

0 （Ｆ9） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C6）

1 2,500 2 2,600

-10 -10

0 （Ｆ9） PVC （W17） - （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C6）

1 2,500 2 2,500

-10 -10

0 （Ｆ9） PVC （W17） PVC （C6） 0 （Ｆ17） PVC （W18） PVC （C6）

1 2,600 2 2,700

-10 -100

0 （Ｆ9） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

1 （W6） 2,600 2 （W18） 2,600

-10 -10

0 （Ｆ9） PVC （W17） PVC （C6） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

1 2,500 2 （W18） 2,600

-10 -10

0 （Ｆ9） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ17） 壁同材 （W17） PVC （C12）

1 2,600 3 （W18） （C4） 2,700

-10 -100 （W19）

0 （Ｆ9） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C12）

1 2,600 3 （W18） （C4） 2,700

-10 -100 （W16）

0 （Ｆ17） 壁同材 （W17） PVC （C12） 0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C12）

2 （C4） 2,700 3 （W18） （C4） 2,700

-100 -100 （W16）

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C12） 0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C12）

2 （W18） （C4） 2,700 3 （W18） （C4） 2,700

-100 -100 （W16）

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C12） 0 （Ｆ14） PVC （W18） PVC （C5）

2 （W18） （C4） 2,700 3 （C4） 2,700

-100 -100 （W16）

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C12） 0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5）

2 （W18） （C4） 2,700 3 （C4） 2,700

-100 -100 （W16）

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ14） PVC （W18） PVC （C5）

2 （W18） 2,700 3 （C4） 2,700

-100 -100 （W16）

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5）

2 （W18） 2,700 3 （C4） 2,700

-100 -100 （W16）

0 （Ｆ17） PVC （W17） PVC （C6） 0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5）

2 （W18） 2,700 3 （C4） 2,700

-100 -100 （W16）

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5）

2 （W18） （C4） 2,700 3 （C4） 2,700

-100 （W16） -100 （W16）

履歴 完成図作成（受注者名） 完成図承諾 製作日 代表

設計者 一級建築士

設計者

一級建築士

業務名称 業務契約ｺｰﾄﾞ 図面番号 管理建築士

日付
2017.04.01

日付
2017.04.01 2017.04.01 大臣登録200000号 大臣登録200000号 山口市新庁舎設計業務 107414-05

　　１級建築士
監理

技術者 ○○○○○

監理者

○○○○○

ファイル名

○○○○○

設計者

○○○○○

図面名称
Ａ－ 3 大臣登録第341994号

ver.20170916 担当者
○○○○○

担当者

○○○○○
○○○○○

日　付

2017.04.01

担当者

○○○○○ 　　仕上表03
　　　中山貴

ガラスパーテーション

OAﾌﾛｱの上

EP

岩綿吸音板A

会計管理者室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC EP 農業委員会局長室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

岩綿吸音板A OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

EPガラスパーテーション

乾式二重床の上 EP-G 岩綿吸音板A

金庫室 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA 農林水産部長室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

EPガラスパーテーション

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A

会計課 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 交流創造部長室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

岩綿吸音板A 受付カウンター OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

EPガラスパーテーション

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A

山口銀行 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 環境部長室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

岩綿吸音板A 受付カウンター OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

EPガラスパーテーション

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A

執務室2-3 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC EP 天吊りサイン 経済産業部長室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

直天＋GW/放射空調ﾊﾟﾈﾙ 受付カウンター OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

EPガラスパーテーション

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

天吊りサイン

岩綿吸音板A

執務室2-2 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC EP 天吊りサイン 都市整備部長室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

直天＋GW/放射空調ﾊﾟﾈﾙ 受付カウンター OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

EP

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

天吊りサイン

直天＋GW/放射空調ﾊﾟﾈﾙ 受付カウンター

執務室2-1 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC EP 天吊りサイン 執務室3-3 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

直天＋GW/放射空調ﾊﾟﾈﾙ 受付カウンター OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

EP

乾式二重床の上

天吊りサイン

塩ビシートA

天吊りサイン

直天＋GW/放射空調ﾊﾟﾈﾙ 受付カウンター

待合2-1 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC EP 掲示板 執務室3-2 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

直天＋GW/放射空調ﾊﾟﾈﾙ 床は壁種クロス、EP－Gの時、巾木：PVCとする。 OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

EP

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

掲示板

天吊りサイン

直天＋GW/放射空調ﾊﾟﾈﾙ 受付カウンター

廊下1-2 執務室3-1 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

岩綿吸音板A OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

EP

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 直天＋GW/放射空調ﾊﾟﾈﾙ 床は壁種クロス、EP－Gの時、巾木：PVCとする。

廊下1-1 待合3-1 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

岩綿吸音板A 乾式二重床の上 塩ビシートA

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA EP-G 岩綿吸音板A

書庫1-1 廊下2-2

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ビニル床タイルＣ

カーテンレール

メラミン化粧板

タイル貼B

岩綿吸音板A

授乳室1-1 ベビーベッド、汚物入、ソファ（備品工事） 廊下2-1

岩綿吸音板A 洗面「ユニット＋鏡（設備工事） ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA 化粧ケイカル板

ガラスパーテーション

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

給湯室1-1・1-2 吊り戸棚 耐火倉庫 ビニル床タイルA

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 流し台（L2400） 乾式二重床の上 EP-G

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

メラミン化粧板

吊り戸棚

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

更衣・休憩室1-2 カーテンレール 書庫2-1

岩綿吸音板A 洗面「ユニット＋鏡（設備工事） ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA EP-G

ガラスパーテーション

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

メラミン化粧板

カーテンレール

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 流し台（L2400）

更衣・休憩室1-1 カーテンレール 給湯室2-1・2-2

岩綿吸音板A 洗面「ユニット＋鏡（設備工事） ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA 化粧ケイカル板

メラミン化粧板

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

カーテンレール

岩綿吸音板A 洗面「ユニット＋鏡（設備工事）

救護室 更衣・休憩室2-2

岩綿吸音板A カーテンレール ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

メラミン化粧板

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA

縁甲板 畳部巾木は畳寄

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A 洗面「ユニット＋鏡（設備工事）

仮眠室（中央監視室・夜間窓口） 畳敷 ビニル床シート（蹴込部） 更衣・休憩室2-1

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ 上がり框、押入れ ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ホワイトボード

OAﾌﾛｱの上

収納（備品工事）

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A

中央監視室・夜間窓口 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC カウンター 認定審査会会議室2-2

岩綿吸音板A 流し台（L1200）リクシルTio同等　吊り戸あり ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ホワイトボード

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ホワイトボード

岩綿吸音板A

会議室1-1 認定審査会会議室2-1

岩綿吸音板A ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ホワイトボード

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A

相談室1-12 会議室2-1

岩綿吸音板A ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A

相談室1-11 相談室2-10

岩綿吸音板A ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

天井面はCH＝2700執務室と同材とする

岩綿吸音板A

相談室1-10 相談室2-9

岩綿吸音板A ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

OAﾌﾛｱの上 ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｼｮﾝ 壁H＝2400

相談室1-2～1-9 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 天井面はCH＝2700執務室と同材とする 相談室2-1～2-8 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

壁H＝2400 OAﾌﾛｱの上 ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｼｮﾝ

EPガラスパーテーション

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 岩綿吸音板A

相談室1-1 作業室2-1 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

岩綿吸音板A OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

EP

OAﾌﾛｱの上 岩綿吸音板A ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄＢ ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽB

電話交換室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC EP 教育長室

EP

岩綿吸音板A ピクチャーレール

岩綿吸音板A

作業室1-1 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC EP 地域生活部長室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ガラスパーテーション

OAﾌﾛｱの上 岩綿吸音板A OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

こども未来部長室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC EP 教育部長室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ガラスパーテーション EP

巾木 廻縁 備　　　考

OAﾌﾛｱの上 岩綿吸音板A OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A

内部仕上表（2） 内部仕上表（3）

階 室　　　名 巾木 廻縁 備　　　考 階 室　　　名

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ガラスパーテーション

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ガラスパーテーション

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

A-012
仕上表 -2 A3:  -

A1:  -



※法規制等の凡例は以下の通り 　三：令126条の2 第1項 第3号 ③：告示1436号 第4項ニ（3） ※ﾚﾍﾞﾙ欄：上段は仕上ﾚﾍﾞﾙ、下段は構造躯体 ※法規制等の凡例は以下の通り 　三：令126条の2 第1項 第3号 ③：告示1436号 第4項ニ（3） ※ﾚﾍﾞﾙ欄：上段は仕上ﾚﾍﾞﾙ、下段は構造躯体

不：令112条 第9項 第1号等 ①：告示1436号 第4項ニ（1） ④：告示1436号 第4項ニ（4） （増打ち分を除く）ﾚﾍﾞﾙを示す 不：令112条 第9項 第1号等 ①：告示1436号 第4項ニ（1） ④：告示1436号 第4項ニ（4） （増打ち分を除く）ﾚﾍﾞﾙを示す

一：令126条の2 第1項 第1号 ②：告示1436号 第4項ニ（2） ※（　　）内記号は、ｴﾚﾒﾝﾄ図番号を示す。 一：令126条の2 第1項 第1号 ②：告示1436号 第4項ニ（2） ※（　　）内記号は、ｴﾚﾒﾝﾄ図番号を示す。

法規制 床 壁 天　　井 天井高 法規制 床 壁 天　　井 天井高

等 ﾚﾍﾞﾙ 下地 仕上 下地 仕上 下地 仕上 等 ﾚﾍﾞﾙ 下地 仕上 下地 仕上 下地 仕上

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ17） PVC （W17） PVC （C6）

3 （W16） 2,500 4 2,700

-10 -100

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5）

3 2,500 4 （W16） 2,700

-10 -100

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ17） PVC （W17） PVC （C6）

3 2,500 4 2,700

-10 -100

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ17） PVC （W17） PVC （C6）

3 2,500 4 （W18） 2,700

-10 -100

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

3 2,500 4 （W16） 2,500

-10 -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5）

3 （W23） 2,500 4 2,700

-10 （W16） -100 （W16）

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

3 （W23） 2,500 4 （W23） 2,500

-10 （W16） -10 （W16）

0 （Ｆ11） PVC （W17） - （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

3 2,500 4 （W23） 2,500

-10 -10 （W16）

0 （Ｆ11） PVC （W17） - （C5） 0 （Ｆ14） PVC （W18） PVC （C5）

3 2,500 4 2,700

-10 （W16） -100 （W23）

0 （Ｆ11） PVC （W17） - （C5） 0 （Ｆ14） PVC （W18） PVC （C5）

3 2,500 4 2,700

-10 （W16） -100 （W23）

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C6） 0 （Ｆ14） PVC （W18） PVC （C5）

3 2,600 4 2,700

-10 -100

0 （Ｆ11） PVC （W17） - （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

3 （W18） 2,600 4 2,500

-10 -10 （W16）

0 （Ｆ11） PVC （W17） - （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C6）

3 （W18） 2,600 4 2,600

-10 -10

0 （Ｆ11） 壁同材 （W17） PVC （C4） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C6）

4 （C4） 2,700 4 （W16） 2,500

-10 -10

0 （Ｆ17） 壁同材 （W17） PVC （C12） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C6）

4 （W18） （C4） 2,700 4 2,500

-100 （W16） （C4） -10

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C12） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

4 （W18） （C4） 2,700 4 （W18） 2,600

-100 （W16） -10

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C12） 0 （Ｆ17） PVC （W17） PVC （C5）

4 （W18） （C4） 2,700 4 2,700

-100 （W16） -10

0 （Ｆ14） PVC （W18） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

4 2,700 4 （W18） 2,600

-100 （W16） -10

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C12）

4 2,700 5 （W18） 2,700

-100 （W16） -100 （W16）

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5）

4 2,500 5 （W16） 2,700

-10 -100

0 （Ｆ11） 木 （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

4 2,500 5 （W16） 2,700

-10 -10

0 （Ｆ11） 木 （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

4 （W16） 2,500 5 （W23） 2,700

-10 -10

（Ｆ11） PVC （W17） （C6） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

4 2,500 5 （W16） 2,700

-10

0 （Ｆ11） 木 （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

4 （W18） 2,500 5 （W16） 2,700

-10 （W16） -10

0 （Ｆ11） 木 （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

4 （W16） 2,500 5 （W16） 2,700

-10 -10

0 （Ｆ11） 壁同材 （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5）

4 （C4） 2,500 5 （W16） 2,500

-10 -100

0 （Ｆ14） 壁同材 （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5）

4 2,700 5 2,700

-100 -300

履歴 完成図作成（受注者名） 完成図承諾 製作日 代表

設計者 一級建築士

設計者

一級建築士

業務名称 業務契約ｺｰﾄﾞ 図面番号 管理建築士

日付 日付
山口市新庁舎設計業務 107414-05

　　１級建築士
監理

技術者

監理者 ファイル名 設計者 図面名称
Ａ－ 4

ver.20170916 担当者
担当者 日　付 担当者

　　仕上表04

OAﾌﾛｱの上 岩綿吸音板A

庁議室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄＢ マシン室 ビニル床タイルＢ

岩綿吸音板A OAﾌﾛｱの上 EP-G

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄＢ 塩ビシートB 岩綿吸音板A

前室4-1 EP 折上天井 コールセンター（収納課） ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

岩綿吸音板Ｂ ピクチャレール OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄA

ピクチャレール

天然木練付合板 岩綿吸音板A

応接室4-2 折上天井 予備室

岩綿吸音板A 飾り棚 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄA

ピクチャレール

天然木練付合板 岩綿吸音板A

応接室4-1 折上天井 代表監査委員室

岩綿吸音板A 飾り棚 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄＢ ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽB

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄＢ メラミン化粧板

ガラスB

岩綿吸音板A

洗面4-1,4-2 監査局長室

岩綿吸音板A 洗面「ユニット＋鏡（設備工事） ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄＢ ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽB

ホワイトボード

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄA

ピクチャレール

天然木練付合板 岩綿吸音板A

副市長室1、会議室4-4 折上天井 事務局会議室

岩綿吸音板A 飾り棚 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄA

ピクチャレール

天然木練付合板 岩綿吸音板A

市長室 折上天井 監査事務局

岩綿吸音板A 飾り棚 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

天吊りサイン

岩綿吸音板A

秘書課 選挙管理局長室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

岩綿吸音板A 受付カウンター OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ガラスパーテーション

直天＋GW/放射空調ﾊﾟﾈﾙ 受付カウンター

総合対策部長室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 執務室5-1 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

岩綿吸音板A OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ガラスパーテーション

岩綿吸音板A

総務部長室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 廊下4-3

岩綿吸音板A ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A

執務室4-2 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC EP 天吊りサイン 廊下4-2 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

直天＋GW/放射空調ﾊﾟﾈﾙ 受付カウンター 乾式二重床の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A

執務室4-1 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC EP 天吊りサイン 廊下4-1

直天＋GW/放射空調ﾊﾟﾈﾙ 受付カウンター ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

乾式二重床の上

EP 天吊りサイン

塩ビシートA

左官仕上A

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

待合4-2 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 塩ビシートA 掲示板 倉庫4-1

直天＋GW/放射空調ﾊﾟﾈﾙ 床は壁種クロス、EP－Gの時、巾木：PVCとする。 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA EP-G

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄＢ 塩ビシートB

塩ビシートC

吊り戸棚

給湯室4.-2は岩綿吸音板B

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

待合4-1 EP ピクチャレール 書庫4-1～4-5

塩ビシートA 折下天井 (CH=2500) ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA EP-G

ガラスパーテーション

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

カーテンレール

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 流し台（L2400）

廊下3-2 給湯室4-1～4-2

岩綿吸音板A ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA 化粧ケイカル板

メラミン化粧板

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A 洗面「ユニット＋鏡（設備工事）

廊下3-1 更衣・休憩室4-1

岩綿吸音板A ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ガラスパーテーション

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA 化粧ケイカル板

ガラスパーテーション

岩綿吸音板A

給湯室3-1・3-2 吊り戸棚 電子入札室-2 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 流し台（L2400） OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ガラスパーテーション

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA

ホワイトボード

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

メラミン化粧板

岩綿吸音板A

更衣・休憩室3-2 カーテンレール 電子入札室-1 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

岩綿吸音板A 洗面「ユニット＋鏡（設備工事） OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ガラスパーテーション

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA

ホワイトボード

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

メラミン化粧板

岩綿吸音板A

更衣・休憩室3-1 カーテンレール 会議室4-3 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

岩綿吸音板A 洗面「ユニット＋鏡（設備工事） OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ホワイトボード

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A

プロッター室 会議室4-2

岩綿吸音板A ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ホワイトボード

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ホワイトボード

岩綿吸音板A

会議室3-2 会議室4-1

岩綿吸音板A ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ガラスパーテーション

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ホワイトボード

岩綿吸音板A

会議室3-1 相談室4-1 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

岩綿吸音板A OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 岩綿吸音板A ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

相談室3-4 市政記者室

岩綿吸音板A

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

相談室3-3 防災機器室 ビニル床タイルA

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 岩綿吸音板A 乾式二重床の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

相談室3-2 災対室倉庫 ビニル床タイルA

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 岩綿吸音板A 乾式二重床の上 EP-G

岩綿吸音板A

相談室3-1 災害対策室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 岩綿吸音板A OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

参与室 庁議室倉庫 ビニル床タイルA

巾木 廻縁 備　　　考

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 岩綿吸音板A 乾式二重床の上 EP-G 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

内部仕上表（4） 内部仕上表（5）

階 室　　　名 巾木 廻縁 備　　　考 階 室　　　名

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

塩ビシートA

A-013
仕上表 -3 A3:  -

A1:  -



※法規制等の凡例は以下の通り 　三：令126条の2 第1項 第3号 ③：告示1436号 第4項ニ（3） ※ﾚﾍﾞﾙ欄：上段は仕上ﾚﾍﾞﾙ、下段は構造躯体 ※法規制等の凡例は以下の通り 　三：令126条の2 第1項 第3号 ③：告示1436号 第4項ニ（3） ※ﾚﾍﾞﾙ欄：上段は仕上ﾚﾍﾞﾙ、下段は構造躯体

不：令112条 第9項 第1号等 ①：告示1436号 第4項ニ（1） ④：告示1436号 第4項ニ（4） （増打ち分を除く）ﾚﾍﾞﾙを示す 不：令112条 第9項 第1号等 ①：告示1436号 第4項ニ（1） ④：告示1436号 第4項ニ（4） （増打ち分を除く）ﾚﾍﾞﾙを示す

一：令126条の2 第1項 第1号 ②：告示1436号 第4項ニ（2） ※（　　）内記号は、ｴﾚﾒﾝﾄ図番号を示す。 一：令126条の2 第1項 第1号 ②：告示1436号 第4項ニ（2） ※（　　）内記号は、ｴﾚﾒﾝﾄ図番号を示す。

法規制 床 壁 天　　井 天井高 法規制 床 壁 天　　井 天井高

等 ﾚﾍﾞﾙ 下地 仕上 下地 仕上 下地 仕上 等 ﾚﾍﾞﾙ 下地 仕上 下地 仕上 下地 仕上

0 （Ｆ17） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C4）

5 2,700 5 （W16） 2,500

-300 -10

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C4）

5 （W16） 2,700 5 （W16） 2,500

-300 -10

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C12） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C4）

5 （W18） （C4） 2,700 5 （W16） 2,500

-100 （W16） -10

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C6） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C4）

5 （W16） 2,700 5 （W16） 2,500

-300 -10

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C6） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C4）

5 2,700 5 （W16） 2,500

-100 -10

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C13） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C4）

5 （W18） 2,700 5 （W16） 2,500

-100 （W16） -10

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C4）

5 2,700 5 （W16） 2,500

-100 （W16） -10

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C3） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C4）

5 （W16） （C5） 2,700 5 （W16） 2,500

-300 -10

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C4）

5 （W16） （C4） 2,700 5 2,500

-100 -10

0 （Ｆ14） 床材立上 （W17） - （C6） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C4）

5 （W16） 2,700 5 2,500

-300 -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C6）

5 （W23） 2,500 5 2,500

-10 （W16） -10

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C4）

5 （W23） 2,700 5 2,500

-100 （W18） -10

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W15S） PVC （C6）

5 （W18） 2,700 5 2,500

-300 （W16） -10

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W15） PVC （C6）

5 （W18） 2,700 5 2,500

-300 （W16） -10

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17S） PVC （C6）

5 （W23） 2,700 5 2,500

-100 （W18） -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ17） PVC （W17） PVC （C6）

5 （W23） 2,500 5 2,700

-10 （W16） -100

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C6）

5 （W16） 2,500 5 2,500

-10 -10

0 （Ｆ14） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ17） PVC （W17） PVC （C5）

5 （W16） 2,500 5 （W18） 2,700

-100 -10～-300

0,180 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

5 （Ｆ15） （W16） 2,500 5 （W18） 2,600

-10 （Ｆ16） -10

0,180 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

5 （Ｆ15） （W16） 2,500 5 （W19） 2,700

-10 （Ｆ16） -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

5 2,500 5 2,700

-10 -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C6） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

5 （W16） 2,500 5 2,700

-10 -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C6） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

5 2,500 5 （W18） 2,600

-10 -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C6） 0 （Ｆ11） 壁同材 （W17） PVC （C13）

5 （W16） 2,500 6 （W18） （C4） 2,700

-10 -10 （W19） （C14）

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C6） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

5 （W16） 2,500 6 （C4） 2,700

-10 -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C6） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

5 2,600 6 （W16） 2,700

-10 -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C4） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

5 （W16） 2,500 6 （W16） 2,500

-10 -10

履歴 完成図作成（受注者名） 完成図承諾 製作日 代表

設計者 一級建築士

設計者

一級建築士

業務名称 業務契約ｺｰﾄﾞ 図面番号 管理建築士

日付 日付
山口市新庁舎設計業務 107414-05

　　１級建築士
監理

技術者

監理者 ファイル名 設計者 図面名称
Ａ－ 5

ver.20170916 担当者
担当者 日　付 担当者

　　仕上表05

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA 岩綿吸音板A

仮眠室5-1 局長室

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA 化粧ケイカル板 岩綿吸音板A

給湯室5-1・5-2 図書室

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 流し第（L2400) ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

EP

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

メラミン化粧板

ピクチャーレール

岩綿吸音板A 受付カウンター

更衣室5-4 議会事務局

天然木化粧ルーバーB

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 洗面「ユニット＋鏡（設備工事） ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

EP左官仕上A

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA

木板張りA

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 直天＋GW/天然木化粧ルーバーA 一部吹抜け（CH=5400)

更衣室5-3 市民ロビー

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 洗面「ユニット＋鏡（設備工事） ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 塩ビシートA

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A

更衣室5-2 廊下5-5

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A

更衣室5-1 廊下5-4

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A

休憩室5-1 廊下5-3

岩綿吸音板A 流し台（L1800）リクシルTio同等IHコンロ付　吊り戸あり ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA

縁甲板 畳部巾木は畳寄

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A

休養室（和室）5-2 畳敷 押入れ、下足入れ 廊下5-2

岩綿吸音板A 上がり框 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA

縁甲板 畳部巾木は畳寄

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A

休養室（和室）5-1 畳敷 押入れ、下足入れ 廊下5-1

岩綿吸音板A 上がり框 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板A

職員組合室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 前室5-1 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA

岩綿吸音板A 乾式二重床の上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

職員組合図書館 書庫5-2・5-3

岩綿吸音板A ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA EP-G

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ホワイトボード

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

会議室5-6 書庫5-1 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA

岩綿吸音板A 乾式二重床の上 EP-G

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ホワイトボード

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

会議室5-5 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC シャワー室5-1～5-7

岩綿吸音板A ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA 化粧ケイカル板

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 洗面「ユニット＋鏡（設備工事）

会議室5-4 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 洗面5-1～5-4

岩綿吸音板A 西面壁：可動間仕切り（遮音） ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA 化粧ケイカル板

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 洗濯機パン

会議室5-3 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 洗濯室

岩綿吸音板A 東面壁：可動間仕切り（遮音） ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA 化粧ケイカル板

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ホワイトボード

EP

会議室5-2 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 収納5-1～5-4

岩綿吸音板A ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA EP-G

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ホワイトボード

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

会議室5-1 仮眠室前室5-1・5-2

岩綿吸音板A ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

OAﾌﾛｱの上 EP-G ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

機械室5-1 ビニル床タイルＢ 仮眠室5-11～12

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

事務室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC EP 仮眠室5-10

岩綿吸音板A ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

指令室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 岩綿吸音板A 仮眠室5-9

直天＋GW ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ｶﾞﾗｽﾊﾟｰﾃｼｮﾝ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

消防長室 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 仮眠室5-8

岩綿吸音板A ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

OAﾌﾛｱの上 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

消防本部 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 天吊りサイン 仮眠室5-7

直天＋GW/放射空調ﾊﾟﾈﾙ 受付カウンター ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

OAﾌﾛｱの上 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

印刷室 ビニル床タイルＢ 仮眠室5-6

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

サーバー室 ビニル床タイルＢ 仮眠室5-5

OAﾌﾛｱの上 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

天吊りサイン

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

待合5-1 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 掲示板 仮眠室5-4

OAﾌﾛｱの上 直天＋GW/放射空調ﾊﾟﾈﾙ 床は壁種クロス、EP－Gの時、巾木：PVCとする。 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

端末室 ビニル床タイルＢ 仮眠室5-3

OAﾌﾛｱの上 岩綿吸音板A ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

前室 ビニル床タイルＢ 仮眠室5-2

巾木 廻縁 備　　　考

乾式二重床の上 岩綿吸音板A ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

内部仕上表（6） 内部仕上表（7）

階 室　　　名 巾木 廻縁 備　　　考 階 室　　　名

EP-G

EP-G

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

塩ビシートA

EP-G

EP-G

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

※法規制等の凡例は以下の通り 　三：令126条の2 第1項 第3号

A-014
仕上表 -4 A3:  -

A1:  -



※法規制等の凡例は以下の通り 　三：令126条の2 第1項 第3号 ③：告示1436号 第4項ニ（3） ※ﾚﾍﾞﾙ欄：上段は仕上ﾚﾍﾞﾙ、下段は構造躯体 ※法規制等の凡例は以下の通り 　三：令126条の2 第1項 第3号 ③：告示1436号 第4項ニ（3） ※ﾚﾍﾞﾙ欄：上段は仕上ﾚﾍﾞﾙ、下段は構造躯体

　不：令112条 第9項 第1号等 　①：告示1436号 第4項ニ（1） ④：告示1436号 第4項ニ（4） 　　（増打ち分を除く）ﾚﾍﾞﾙを示す 　不：令112条 第9項 第1号等 　①：告示1436号 第4項ニ（1） ④：告示1436号 第4項ニ（4） 　　（増打ち分を除く）ﾚﾍﾞﾙを示す

　一：令126条の2 第1項 第1号 　②：告示1436号 第4項ニ（2） ※（　　）内記号は、ｴﾚﾒﾝﾄ図番号を示す。 　一：令126条の2 第1項 第1号 　②：告示1436号 第4項ニ（2） ※（　　）内記号は、ｴﾚﾒﾝﾄ図番号を示す。

法規制 床 壁 天　　井 天井高 法規制 床 壁 天　　井 天井高

等 ﾚﾍﾞﾙ 下地 仕上 下地 仕上 下地 仕上 等 ﾚﾍﾞﾙ 下地 仕上 下地 仕上 下地 仕上

0 （Ｆ11） 木 （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

6 （W16） 2,500 6 2,600

-10 -10

0 （Ｆ11） 木 （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

6 （W16） 2,500 6 2,600

-10 -10

0 （Ｆ11） 木 （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

6 （W16） 2,500 6 2,600

-10 -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

6 2,500 6 2,700

-10 -10

0～1250 （Ｆ10） 壁同材 （W17） PVC 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

6 （W18） 5,400 6 2,600

-30 （C5） -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

6 2,500 6 2,600

-10 -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ8） 床材立上 （W17） -

6 （W18） 2,500 R （W3） 3,000

-10 -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ8） 床材立上 （W17） -

6 2,500 R （W3） 3,000

-10 -10

0 （Ｆ11） 壁同材 （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ11） PVC （W17） -

6 （W16） 2,600 R 2,500

-10 -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5）

6 （W16） 2,500 □

-10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ6） SUS （W17S） PVC （C5）

6 （W16） 2,500 共通 2,600

-10 -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ9） SUS （W17S） PVC （C5）

6 （W16） 2,500 共通 2,600

-10 （W18） -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ6） SUS （W17S） PVC （C5）

6 （W16） 2,500 共通 2,600

-10 -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ9） SUS （W17S） PVC （C5）

6 （W16） 2,500 共通 2,600

-10 -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ9） SUS （W17S） PVC （C4）

6 （W16） 2,500 共通 2,600

-10 （W19） -10

0 （Ｆ11） PVC （W16） PVC （C5） 0 （Ｆ9） SUS （W15S） - （C4）

6 （W17） 2,500 共通 2,600

-10 （W18） -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ8） - （W17S） - （C3）

6 （W16） 2,500 共通 （W3）

-10 -10

0 （Ｆ11） 壁同材 （W17） 木 （C5） 0 （Ｆ11） ササラ （W17） PVC （C4）

6 （W19） 2,700 共通

-10 （W23） -

0 （Ｆ11） 壁同材 （W17） 木 （C5） 0 （Ｆ9） ササラ （W17） PVC （C4）

6 （W19） 2,700 共通

-10 （W23） -

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ9） ササラ （W17） PVC （C4）

6 （W23） 2,500 共通

-10 -

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 （Ｆ9） ササラ （W17） （C4）

6 （W23） 2,500 共通

-10 -

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） - （Ｆ8） - （W18） - （C1）

6 （W23） 2,500 共通

-10 （W16）

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） - （Ｆ8） - （W17） - （C1）

6 （W23） 2,500 共通

-10 （W16）

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C6）

6 2,500 □

-10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C6） 0 -

6 2,500 1 3,300

-10 -10

0 （Ｆ11） PVC （W15） PVC （C6） 0 -

6 2,600 1 3,300

-10 -10

0 （Ｆ11） PVC （W17） PVC （C5） 0 -

6 2,600 2 3,100

-10 -10

履歴 完成図作成（受注者名） 完成図承諾 製作日 代表

設計者 一級建築士

設計者

一級建築士

業務名称 業務契約ｺｰﾄﾞ 図面番号 管理建築士

日付 日付
山口市新庁舎設計業務 107414-05

　　１級建築士
監理

技術者

監理者 ファイル名 設計者 図面名称
Ａ－ 6

ver.20170916 担当者
担当者 日　付 担当者
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ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄＢ 直天 木製収納

廊下6-1 屋外倉庫4～7

岩綿吸音板 Cコテの上防塵塗装 撥水材

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA 化粧ケイカル板 直天 木製収納

給湯室6-1・6-2 屋外倉庫1～3

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ Cコテの上防塵塗装 撥水材

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA EP-G 直天

書庫6-1～6-7 ゴミ置き場1・2

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ Cコテの上防塵塗装 撥水材

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA EP-G

倉庫6-1・6-2 【屋外倉庫】　詳細図参照

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ホワイトボード

直天

会議室6-4 PS

岩綿吸音板A 防塵塗床 LGS表し

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

EP

塩ビシートA

ホワイトボード

点字鋲

直天

会議室6-3 天然木化粧ルーバーD EPS

岩綿吸音板Ｂ 防塵塗床 GB-R素地

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽB

ホワイトボード

点字鋲

落下防止チェーン（免震部）

EP ノンスリップ、手摺り

会議室6-2 階段D

岩綿吸音板A ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA EP-G

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽB

ホワイトボード

点字鋲

落下防止チェーン（免震部）

EP ノンスリップ、手摺り

会議室6-1 階段C

岩綿吸音板A ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄＢ 塩ビシートA

天然木化粧ｼｰﾄ

ホワイトボード

点字鋲

落下防止チェーン（免震部）

EP ノンスリップ、手摺り

委員会室6-2 天然木化粧ルーバーD 階段B

岩綿吸音板Ｂ 一部吹抜け ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄＢ 塩ビシートA

天然木化粧ｼｰﾄ

ホワイトボード

EP ノンスリップ、手摺り

委員会室6-1 天然木化粧ルーバーD 階段A

岩綿吸音板Ｂ 一部吹抜け ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 塩ビシートA

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽB 直天＋GWｔ50 機械基礎

会派室6-8 MR

岩綿吸音板A 飾り棚 Cコテの上防塵塗装 ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽB

多目的シート

EP モップ掛け３連

会派室6-7 SK

岩綿吸音板A 飾り棚 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄＢ 化粧ケイカル板

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽB EP トイレユニット（設備工事）

会派室6-6 HWC

岩綿吸音板A 飾り棚 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄＢ メラミン化粧板

タイル貼B

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽB 岩綿吸音板A トイレ詳細にて記載

会派室6-5 MWWC

岩綿吸音板A 飾り棚 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄＢ メラミン化粧板

タイル貼B

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽB 岩綿吸音板A トイレ詳細にて記載

会派室6-4 MWC・WWC6-1＋市長エリアWC

岩綿吸音板A 飾り棚 磁器質タイルB メラミン化粧板

タイル貼B

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

塩ビシートA

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽB 岩綿吸音板A トイレ詳細にて記載

会派室6-3 MWC・WWC（B1階・3階・4階・5階・6-2）

岩綿吸音板A 飾り棚 ビニル床タイルＣ メラミン化粧板

タイル貼B

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC

ガラスB

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽB 岩綿吸音板A トイレ詳細にて記載

会派室6-2 MWC・WWC（1階・2階）

岩綿吸音板A 飾り棚 磁器質タイルB メラミン化粧板

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽB

会派室6-1 【共通】

岩綿吸音板A 飾り棚

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄＢ 塩ビシートA 岩綿吸音板A

議会ロビー 折上天井 EVホールR-1

岩綿吸音板A ピクチャーレール ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄA ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 直天＋GWｔ50

執行部控室（会議室） 無線機械室

岩綿吸音板A 防塵塗床 ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄＢ ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽB 直天＋GWｔ50

EVホール6-1 機械室R-1

岩綿吸音板A 防塵塗床 ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA 岩綿吸音板

調整室 廊下6-7

岩綿吸音板A ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

カーペット

岩綿吸音板Ｂ 議場家具一式

天然木化粧ルーバーC 天然木ルーバー ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄＢ 塩ビシートA

議場 木板張B 傍聴席は床；タイルカーペットB 廊下6-6

岩綿吸音板

岩綿吸音板

応接室6-2 廊下6-5

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC 岩綿吸音板A ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄC ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

ピクチャーレール

岩綿吸音板

応接室6-1 折上天井 廊下6-4

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄA 岩綿吸音板A 飾り棚 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄＢ 塩ビシートA

ピクチャーレール

岩綿吸音板

副議長室 折上天井 廊下6-3

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄA 岩綿吸音板A 飾り棚 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄＢ 塩ビシートA

ピクチャーレール

議長室 折上天井 廊下6-2

巾木 廻縁 備　　　考

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄA 岩綿吸音板A 飾り棚 ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄＢ 塩ビシートA 岩綿吸音板

内部仕上表（8） 内部仕上表（9）

階 室　　　名 巾木 廻縁 備　　　考 階 室　　　名

天然木練付合板

天然木練付合板

天然木練付合板

塩ビシートA

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽB

木板張りA

塩ビシートA

木板張りB

A-015
仕上表 -5 A3:  -

A1:  -


